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茅ヶ崎海岸グランドプラン 基本コンセプトのとりまとめ（2006.5.6 試案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位関連計画における漁港周辺地区の位置づけ 

１)ちがさき・さわやかプラン（茅ヶ崎市総合計画） 

《土地利用の目標》 

○人と自然が共生するゆとりとやすらぎのあるまちづくり 

《海岸の整備方針》 

○豊かな海浜を保全し、海岸の秩序ある利用とレクリエーション環

境の創出につとめる。 

２)ちがさき都市マスタープラン 

《都市づくりの理念》 

「自然環境・人・都市環境の良好な相互関係の構築」 

《交流拠点の整備方針》 

○茅ヶ崎漁港周辺市街地は、誰もが楽しめるレクリエーションの拠

点づくりを進める。 

○茅ヶ崎海岸の自然ベルトと共生する非日常性の高いウォーター

フロントの交流拠点として整備を促進する。 

《自然系都市景観の保全と創出》 

○海や緑などの自然は、潤いと安らぎのある都市生活とレクリエー

ションなどの交流拠点に欠かすことのできない要素であり、保全

と創出につとめる。 

《眺望系都市景観の保全と創出》 

○市街地や太平洋を一望する地点や自然豊かな交流拠点などは、市

民の共有財産として眺望地点を確保し、素晴らしい眺望を守る。 

《南西部地域の将来像》 

『多様な交流を育む開放的なウォーターフロントのまち』 

３)茅ヶ崎海岸トータルプラン策定調査 

《茅ヶ崎漁港周辺地区の地区整備の基本コンセプト》 

○漁港と湘南なぎさふれあいセンター(仮称)を核とし、多様な人々

や産業が交流する「人材・産業育成拠点の形成」 

４)漁港区域整備基本構想 

《基本方針》 

「漁業の発展と市民生活のアメニティ向上とが調和した漁港づく

り」 

《ゾーン整備の方向性》 

○生活アメニティ向上ゾーン 

・海岸環境整備事業により整備され広場等、海を活かした市民

憩いの場としての機能充実 

○都市・生活機能充実ゾーン 

・占用地区における遊休地を含めた土地利用の明確化と都市・

生活機能の充実 

○海岸利用促進ゾーン 

・サザンビーチちがさきにおける海水浴場としての利用と通年

の海岸利用を促進するための利便施設の整備 

○水産物流通推進ゾーン 

・漁港機能の充実強化、漁業関連機能の導入を進め、水産物流

拠点としての役割に特化 

漁港周辺地区の利用状況 

○海岸環境整備事業により 1.4ha の緑地広場が整備さ

れている。 

○サザンビーチには年間 42 万人(H12)が訪れている。 

○海岸では浜降祭、湘南祭、花火大会などイベントが行

われている。 

○漁港区域、海岸保全区域に住宅、店舗、倉庫等が立地

している。 

○休日は釣り客などで混雑している。また、不法駐車や

ゴミの散乱等の問題を有している。 

 

上位関連計画・利用状況を踏まえた 

漁港周辺地区の位置づけ・機能のまとめ 

◆茅ヶ崎海岸の自然ベルトの位置づけ 

茅ヶ崎海岸全体の豊かな自然環境・景観を維持保全

する一構成要素としての機能 

◆産業(漁業)拠点としての位置づけ 

市民への水産物供給の場としての役割を担う、水産

加工、鮮魚販売等の漁業の拠点としての機能 

漁業に関連する人々の生活を支援する居住機能 

◆市民の憩いの場としての位置づけ 

周辺地域住民及び市民が日常的に憩い・くつろぐこ

とができる空間としての機能 

◆観光レクリエーションの拠点としての位置づけ 

観光・スポーツ・レクリエーションなどの各種の交

流・活動の空間の提供、及びこれらを支援する拠点と

しての機能 

推進会議の意見 

《推進会議のキーワード》       《推進会議のテーマ(案)》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈市民生活主体・ローカル〉 

◇ほのぼのとした、殺風景な茅ヶ崎

海岸の創造 

◇市民にとっての庭づくり 

◇自分の住まいの延長にある海浜 

◇もてなし、ふるまい、しつらえ 

〈継承〉 

◇次世代に残すものを作る 

◇子どもにとって記憶に残る風景 

〈自然環境保全・共生〉 

◇自然に敬意を払い、優先し、自然

のなかでどうしていくか 

◇自然に手を加えるのは最低限に 

〈アメニティ・拠点〉 

◇浜に行くと楽しいことがある 

◇自然とのふれあいを育む交流拠点 

〈ヒューマンスケール〉 

◇ゆったりした時の流れ 

◇ヒューマンスケール 

◇人にやさしいデザイン 

〈景観〉 

◇市民の誇りとなる海辺の景観づくり 

〈人にやさしい〉 

◇海辺のユニバーサルデザイン化 

〈交流〉 

◇ウッドデッキであらゆる世代が交流 

〈まちの特性のアピール〉 

◇茅ヶ崎の特性・魅力を発揮 

◇茅ヶ崎の文化の発信・創造 

◇何もない砂浜がキャンパス 

〈環境保全・保安〉 

◇自然・生態系の保全活用 ◇海岸の保全・保安 

◇生態系の回復 

〈共生〉 

◇交通、緑化、ごみ等を含めた環境共生 

〈活性化〉 

◇茅ヶ崎ブランドを生み出す新産業の創出 

◇産業の振興 

◇自転車による回遊 

〈運営〉 

◇市民が主体であるエリアマネジメント 

◇事業性との整合性 

漁港周辺地区の基本コンセプト 日常生活の延長上にある市民の共有財産としての意識の醸成、都市生活の中の憩いと安らぎ

の空間の形成 

海浜や緑の環境、及び海・稜線ライン・島・半島など中遠景の眺望など、自然と景観の維持

と次世代への継承 

人と自然とのふれあい・共生空間の形成、地域住民と広域からの来街者の交流の空間形成、

イベント開催による交流の促進 

楽しみのある非日常的空間や海浜の環境を活かしたｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ空間の提供、人に優しい

デザインともてなしの空間の形成 

漁港・漁業による地場産業の振興、自然や眺望景を活かした観光と食・買い物・宿泊等によ

る賑わい空間の創造 

a)市民の庭 

b)自然・景観の継承

c)交流・共生 

d)アメニティ 

e)産業の活性化 

ま
ち
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く
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 《推進会議のキーワード》 

○ECOSOPHIA エコソフィア 

○サイト・ビーイング 

○CHIGASAKI INVITAISHON 

○空と海のミュージアム 

 

資料１ 
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茅ヶ崎海岸グランドプラン 土地利用ゾーニングの考え方（2006.5.6 試案） 

〈グランドプランの概念〉                      〈土地利用ゾーニングの基本的な考え方〉                        〈配置の模式図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈土地利用ゾーニング（案）〉 

１）広大な海浜の環境を保全しつつ、有効利用する土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）様々な海浜利用者をもてなし、活動を支援する施設の土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）海浜の環境を保全しつつ、有効利

用する土地利用

２）様々な海浜利用者をもてなし、活動

を支援する施設の土地利用 

a)市民の庭 

b)自然・景観の継承 

c)交流・共生 

d)アメニティ 

《まちづくりの目標》 

海浜自然ゾーン 

 都市と自然が融合するアメニティ空間・交流空間 

《土地利用ゾーニング・空間イメージ》 

マリンライフ砂浜ゾーン 

 砂浜・水辺を活かしたアメニティ空間・レクリエーション空間 

 

a)市民の庭 
魚市場ゾーン 

 賑わいのある産業・観光の空間 
e)産業の活性化 

 

c)交流・共生 
漁業支援ゾーン 

 漁業振興の支援と従事する人々の生活空間 
e)産業の活性化 

 

《土地利用ゾーニング・空間イメージ》 

a)市民の庭 

c)交流・共生 

d)アメニティ 

マリンライフ支援ゾーン 

 海浜の環境を活用した賑わいのある商業・滞留空間 

スポーツ支援ゾーン 

 海浜のスポーツ・レクリエーションの活動を支援する空間 

 

e)産業の活性化 

 

 
 

自然・景観の継承 

 

 
 

市民の庭 

 
 

交流・共生 

アメニティ 

 

産業の活性化 

 

 
 

漁港周辺地区 

グランドプラン 
 

 

「海岸部の保全と活用を図る区域」と

「整備区域」を明確に区分する 

【海浜のエリア】 

広大な海浜の環境を保全しつつ、有効利用する土地利用 

 
 

【国道134号沿道のエリア】 

様々な海浜利用者をもてなし、活動を支援する施設の土地利用 

 
 

海 

国道134号 

 

《まちづくりの目標》 
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